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人
と
自
然
の
共
生
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念
で
あ
る
人

と
自
然
の
共
生
を
目
的
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
為
、「
第
５
回
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
」の
会
議
が
２
月
28

日
、明
和
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、町
内
外

か
ら
約
20
名
の
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、会
長
・
副
会
長
の
代
表
者

変
更
が
行
わ
れ
、会
長
に
菅
家
三
雄
町
長
、

副
会
長
に
只
見
地
区
区
長
連
絡
会
副
会
長

の
五
十
嵐
修
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。菅

家
町
長
は「
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
取
組
み
に

よ
り
総
務
省
の『
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
』

に
選
ば
れ
た
。前
町
長
か
ら
の
意
思
を
引
継

ぎ
取
り
組
み
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、平
成
28
年
度
の
各
種
活

動
報
告
と
昨
年
６
月
24
日
か
ら
施
行
さ
れ

た「
只
見
町
野
生
動
植
物
保
護
条
例
」に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
条
例
制
定

に
よ
り
不
当
な
盗
掘
等
へ
の
対
応
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、会
津
森
林
管
理
署

の
川
原
南
会
津
支
署
長
は「
国
と
し
て
は
こ

の
よ
う
な
条
例
が
で
き
た
こ
と
を
広
く
周
知

で
き
る
。ま
た
、そ
の
波
及
効
果
は
大
き
い
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、次
年
度
に
予
定
し
て
い
る「
浅
草

岳
沼
ノ
平
学
術
調
査
」に
つ
い
て
は
、沼
ノ
平

の
湖
沼
群
や
成
熟
し
た
ブ
ナ
林
な
ど
の
豊
か

な
自
然
環
境
と
、地
滑
り
地
帯
と
い
う
不
安

定
な
環
境
と
い
う
両
面
に
つ
い
て
総
合
的
な

学
術
調
査
を
行
い
、今
後
の
沼
ノ
平
の
保

護
・
保
全
と
持
続
可
能
な
利
用
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▲活動報告などが行われた推進協議会

▲次年度から調査予定の浅草岳沼ノ平
　地内

　

２
週
連
続
開
催
の「
只
見
町
地
方
創
生
講

演
会
」第
１
弾
が
３
月
19
日
、季
の
郷
湯
ら

里
で
行
わ
れ
、タ
レ
ン
ト
の
清
水
国
明
さ
ん
が

「
生
き
る
チ
カ
ラ
、自
然
の
チ
カ
ラ
」と
題
し
、

参
加
者
約
90
名
の
前
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、清
水
さ
ん
が
校
長
を
務
め

る
山
梨
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
河
口
湖
自
然
楽

校
に
お
け
る
、大
自
然
の
中
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア

を
通
し
て「
自
然
か
ら
学
び
、自
ら
気
づ
く
」

独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、多
く
の
企
業

の
社
員
研
修
を
受
入
れ
て
い
る
こ
と
や
、都

心
で
手
掛
け
る
砂
場
づ
く
り
事
業
な
ど
を
お

話
し
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、ダ
ム
の
砂
を
再
利

用
し
た
サ
ン
ド
バ
レ
ー
コ
ー
ト
に
つ
い
て「
只

見
町
の
着
眼
点
が
素
晴
ら
し
い
」と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

３
月
25
日
、
季
の
郷
湯
ら
里
で
「
只
見

町
地
方
創
生
講
演
会
」
第
２
弾
が
開
か

れ
、
約
90
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
「
一
枚
の
葉
っ
ぱ
か
ら
生

ま
れ
た
幸
せ
〜
居
場
所
と
出
番
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
㈱
い
ろ
ど
り
代
表
取
締
役

社
長
の
横
石
知
二
さ
ん
（
徳
島
県
）
が
、

料
理
を
美
し
く
彩
る
葉
っ
ぱ
や
花
な
ど
の

「
つ
ま
も
の
」
を
、
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
成
功
さ
せ
る
ま
で
の
道
の
り
な
ど
を

お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
中
で
は
、
「
町
民
の
舞
台
づ

く
り
」
の
必
要
性
を
話
さ
れ
、
情
報
と
仕

組
み
を
使
っ
て
地
域
の
仲
間
と
と
も
に
稼

ぐ
こ
と
が
、
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り

に
繋
が
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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演
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地
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生
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演
会 

第
２
弾

▲人・地域・商品が輝く舞台づくりが大事と話す横石社長

▲自然の魅力や活用方法などについてユーモアを交
　えながら講演した清水さん

㈱
い
ろ
ど
り「
横
石
知
二
」社
長
が
講
演

㈱
い
ろ
ど
り「
横
石
知
二
」社
長
が
講
演
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検
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懇
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置

「
小
学
校
の
在
り
方
検
討
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会
」を
設
置

只
見
町
の
小
学
校
の
未
来
を
考
え
る

　

少
子
化
時
代
の
小
学
校
を
考
え
る「
只
見

町
立
小
学
校
の
在
り
方
検
討
懇
談
会
」が
３

月
１
日
、朝
日
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、各

小
中
学
校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、保
育
所
保
護
者

会
、区
長
連
絡
会
な
ど
か
ら
14
名
の
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。只
見
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

な
ど
に
よ
る
と
、小
学
校
児
童
数
は
平
成
27

年
か
ら
10
年
後
に
は
、１
９
３
名
か
ら
88
名

に
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
、平
成
32
年
に
は

三
小
学
校
が
全
て
複
式
学
級
に
な
る
見
込

み
で
す
。そ
こ
で
教
育
委
員
会
は
、地
域
全

体
で
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
懇
談
会
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、こ
れ
か
ら
の
小
学
校
の
在

り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
さ
れ
、そ
の
成

果
は
今
後
の
小
学
校
運
営
に
活
か
さ
れ
て
い

き
ま
す
。

　

2
月
28
日
、季
の
郷
湯
ら
里
に
お
い
て

「
自
然
首
都
・
只
見
ア
ウ
ト
ド
ア
基
本
構
想

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」が
行
わ
れ
、新
潟
県
三
条

市
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
パ
イ
オ
ニ
ア
メ
ー
カ
ー

㈱
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
の
担
当
者
や
町
内
ア
ウ
ト

ド
ア
関
係
者
な
ど
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、国
道
２
８
９
号
八

十
里
越
全
線
通
を
見
据
え
、ア
ウ
ト
ド
ア
を

通
し
て
観
光
客
な
ど
に
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
を
体
感
し
て
も
ら
う
方
法
を
検
討
す
る

た
め
、観
光
商
工
課
が
主
催
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、青
少
年
旅
行
村
・

只
見
湖
・
田
子
倉
湖
の
活
用
に
つ
い
て
参
加

者
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、各
団
体
か
ら
期

待
す
る
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

４
月
21
日
か
ら
運
行
が
始
ま
る
東
京
・
浅

草
駅
と
南
会
津
町
・
会
津
田
島
駅
を
乗
り
換

え
な
し
で
結
ぶ
東
武
鉄
道
の
新
型
特
急「
リ

バ
テ
ィ
会
津
」の
内
覧
会
が
３
月
５
日
に
行

わ
れ
、町
関
係
者
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

内
覧
会
で
は
、ベ
ー
ジ
ュ
色
を
ベ
ー
ス
に
緑
色

の
ラ
イ
ン
な
ど
を
配
し
た
近
未
来
的
な
外
観
、

天
井
に
川
の
流
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
曲
線
の
デ

ザ
イ
ン
や
東
京
の
伝
統
色「
江
戸
紫
」を
使
用

し
た
座
席
な
ど
の
内
装
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、南
会
津
町
の
御
蔵
入
交
流
館

で
乗
入
れ
50
日
前
イ
ベ
ン
ト「
み
ん
な
の
リ
バ
テ

ィ
i
n
南
会
津
」が
開
催
さ
れ
、桧
枝
岐
歌
舞

伎
や
鉄
道
好
き
芸
人「
鈴
川
絢
子
」ス
テ
ー
ジ

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
25
日
、
季
の
郷
湯
ら
里
を
会
場
に

認
知
症
予
防
講
演
会
が
行
わ
れ
、
１
３
９

名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
臨
床

心
理
士
の
加
藤
善
和
先
生
が
「
地
域
社
会

で
認
知
症
と
向
き
合
う
た
め
に
」
を
テ
ー

マ
に
講
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
中
で
は
、
地
域
全
体
が
認
知

症
に
対
す
る
偏
見
を
捨
て
、
そ
の
方
々
が

地
域
の
中
で
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
作
る

こ
と
の
重
要
性
や
、
早
期
に
受
診
す
る
こ

と
で
病
気
（
も
の
忘
れ
）
を
治
す
こ
と
や
、

長
く
健
康
を
維
持
で
き
る
な
ど
と
講
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
最
後
に
は
、
参
加
者
か
ら
認

知
症
に
対
す
る
質
疑
が
さ
れ
、
認
知
症
へ

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

ア
ウ
ト
ド
ア
基
本
構
想
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ア
ウ
ト
ド
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構
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

只
見
町
の
ア
ウ
ト
ド
ア
を
考
え
る

「
リ
バ
テ
ィ
会
津
」初
披
露

「
リ
バ
テ
ィ
会
津
」初
披
露

東
武
鉄
道
の
新
型
特
急

地
域
社
会
で
認
知
症
と
向
き
合
う

▲委員長に朝日地区区長連絡会長の菅家達朗さん、
　副委員長に明和地区区長連絡協議会長の梁取哲
　朗さんが就任した懇談会

▲認知症と向き合う為には、受入れてくれる人や場
　所を作ることが重要と話す加藤先生

▲浅草駅と会津田島駅間を１日４往復し、最短３時間９分で
　結ぶ「リバティ会津」

▲会社概要やオートキャンプについて説明するスノーピーク
　の上山さん
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知
症
予
防
講
演
会
を
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催

認
知
症
予
防
講
演
会
を
開
催


